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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では次世代型コンピュータと次世代型アプリケーションの開発に向けたカオ











Programmable Gate Array (FPGA)を用いたハードウェア実装の意義について説明し
ている． 
 第二章では本論文の先行研究である CBM と，CBM をベースとして CBM レザバー















の実装に必要なハードウェアリソース数を削減し，単一 FPGA に 2,048 ニューロンの
全結合ネットワークを実装可能であると述べられている． 
第四章では CBM のハードウェア実装をベースにしたレザバーコンピューティング
























グリスト，Facebook などを通して広く行い，発表は ZOOM および YouTube Live で公
開した．その結果，学内外より合計 38 名の出席があった（YouTube のリアルタイム視
聴者を含む）． 
 質疑では，FPGA 実装された CBM の大規模化や回路規模縮小の可能性とその方法に
ついてや，データフローアーキテクチャの必要性，小数部の精度と計算時間のトレード
オフに関する考察，レザバーの応用範囲，ローレンツ方程式を CBM レザバーで解いた
際にはレザバーの中にモデルが出来るのか，などをはじめとする多数の質問があったが，
いずれも著者の明快な説明により質問者の理解が得られた． 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
